
別添４ 

○ ○ 財 産 受 渡 証 書 

 

受渡 令和  年  月   日 

 

渡 ○○省所管国有財産部局長 

            ○○局長     氏         名  

受 ○○省所管国有財産部局長 

                   ○○局長     氏         名  

 

次のとおり、国有財産の受渡しを了した。 

 

区   分 渡 受 

所 管 名 
  

会 計 名 
  

分   類 
  

種   類 
  

用   途 
  

増減事由用語 
  

 

 

所  在 
 

区  分 数量単位 数  量 価  格 有償価格 備 考 

 
      

 
      

 
      

 
      

計 
      

（日本産業規格Ａ４） 

 



記載要領 

１ 所管名、会計名、分類及び種類は、国有財産法令に定めるところによる。 

 ２ 用途は、渡し部局においては従前の用途を、受ける部局においては財産異動の目的      

を記載する。記載方法は、「庁舎敷地」、「宿舎（省庁別・合同の別）」等とする。 

 ３ 増減事由用語は、細則別表第２による。 

   増減事由用語に冠記する所管名（特別会計にあっては会計名も）及び部局名につい

ては、例えば○○省（○○財務局○○事務所）より（へ）所管換というように財産受

渡しの当該部局名を記載する。 

   なお、道路、河川等の公共物との財産異動については、実質的には所管換又は所属      

替等であるが、受渡証書表題と異なり、「公共物より（へ）編入」の用語を記載する。 

 ４ 所在、区分、数量単位、数量及び価格は、渡し部局の台帳による。ただし、公共物

より編入する場合は、受ける部局の台帳に登録すべきものによる。 

なお、所在が二以上ある場合には、主たるもの「○○県○○市○○町○○番地外」

と記載する。 

 ５ 区分中、立木竹及び船舶については、種目を（ ）書で記載する。 

 ６ 建物の数量は、建面積及び延べ面積を記載する。 

 ７ 有償価格は、異なる会計間の財産の異動の場合に限り記載する。 

 ８ 受渡数量が、実測未済のものである場合は、この旨を備考欄に記載する。 

 ９ 異動する財産の口座又は各区分の種目等（地番及び棟を含む。以下同じ。）が二以

上ある場合には、別表内訳明細表を添付する。



別 表（記載例） 

内訳 

区 分 種  目 
構造又は 

名  称 
数  量 価   格 

有  償 

価  格 
備 考 

(所在) ○○県○○市○○町○○番地    

土 地 敷  地 123-4 番地 
㎡ 円 円 端数  ㎡ 

346     865,314   0.55  

 〃 234-5 番地  251  615,075   0.89 

 (小 計)  ②597 1,480,389   1.44 ① 

立木竹 樹  木  
本 

  16,120   
13  

建 物 事務所建 

 ㎡ 

1,210,544  

端数   ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 322  0.77  

R C- 3 階建 /981  /0.66 

 倉 庫 建 木造平屋建 
75  

 114,305  
0.43  

/ 75  /0.43  

 (小 計)  
⑥397  

1,324,859  
1.20  

⑤ 
/1056  /1.09  

工作物 囲  障 生      垣 
ｍ 

  27,825   
25  

 水  道 給 水 設 備 
個 

  42,321   
 1 

 下  水 排 水 設 備 1   98,003   

 照明装置 電 灯 設 備 1   33,912   

 雑工作物 避 雷 針 1   8,576   

 (小 計)    210,637   

 計   3,032,005   

       

(所在) ××県××市××町××番地 
   

   ④   ㎡ 円  端数  ㎡ ③  

土 地 敷  地  178  633,858   0.65  

   本    

立木竹 樹  木  5  7,255    

     ㎡   端数  ㎡ 

建 物 住 宅 建 木造平屋建 84  129,780   0.85  

   / 84    /0.85  

 〃 〃 81  101,979   0.32  

  / 81    /0.32  

   ⑧165    1.17  ⑦ 

 （小 計）  /165  231,759   /1.17  

   個    

工作物 門 木 造 門 柱 1 60,412    

   ｍ    

 囲  障 木 造 板 塀 30 31,076    

   個    

 諸  標 境 界 標 1 3,513    

 （小 計）   95,001    

   計   967,873    

 合  計   3,999,878    

 



（注）１ 端数整理（土地、建物等）については､「備考」欄で行うものとする。 

２ １口座（土地）で端数を加えると整数になる場合①には、その整数を「数量」         

欄の数量②に加え、本表の｢数量｣欄に、端数については、｢備考｣欄に記載する。 

３ 口座が二以上ある場合には、端数を加えたもの（①の端数＋③）が整数になっ    

ても、「数量」欄の数量（②＋④＋①の整数）に加えないで、そのままの数量を

本表の「備考」欄に記載する。 

４ 建物については､端数を加えたもの（⑤又は⑤＋⑦）が整数になっても、「数 

量」欄の数量（⑥又は⑥＋⑧）に加えないで、そのままの数量を本表の｢備考｣欄     

に記載する。 

５ 各区分で種目等が二以上ある場合には、各区分ごとに「（小計）」を口座毎に

「計」を記載する。 

  なお、口座が二以上ある場合には、口座計を合算した「合計」を記載する。 

 


	別添４



